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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール   グループホーム菜の花北丘珠館 2階    令和 5年 3月 25日  札幌市提出 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 「らしさを活かして笑顔の花を咲か

せます。」というケア理念を事業所の

運営方針として運営を行っている。

ユニット内では、会議時等に理念を

共有してケアに活かし実践出来るよ

うにしている。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の中、年３回の広報誌や

運営推進会議等で定期的な案内を

町内会に伝え、町内会の回覧板に

資料を掲載して頂いている。 

コロナがなかなか落ち着かない現状では、書

面でのつながりしか行えないのは仕方ないと

思う。 

   

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の中、運営推進会議は主

に書面での意見聴取に加え、地域包

括支援センターの方とリモートで実

施し、アドバイスを受けサービスの質

の向上に繋げている。 

書面やリモートなど色々な手段で運営推進会

議を行っていると思う。 
    

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

介護保険の認定等の手続きにおい

て、東区の介護保険課と連絡を取っ

ている。また毎月の事業指導係への

入居状況調査票を提出している。 

家族としてはわからない。     

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 身体拘束等適正化委員会を 3 ヶ月

に 1回、運営推進会議で 2回、ユニ

ット内での内部研修として定期的に

開催して、ケアのあり方を見直してい

る。ケアは身体拘束適正化指針に基

づき支援を実施。 

  

A．充分にできている  

B．ほぼできている   

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・3か月に 1回のペースで身体拘束適正化

委員会を実施し、その内容をカンファレンス

内で職員へ周知し徹底出来ている。 

・今後は身体拘束が起こる要因等も検討して

いくことが望ましい。 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 虐待防止委員会の開催により学ぶ

機会があり、職員に周知を行ってい

る。虐待防止指針、虐待マニュアル

を使用しカンファレンス時に研修を行

い意識を高めるようにしている。 

  

A．充分にできている  

B．ほぼできている    

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・3か月に 1回のペースで虐待防止委員会

を実施している。委員会の内容をカンファレ

ンス内で職員へ周知し徹底出来ている。 

・身体拘束同様に高齢者虐待が起きる要因

を過去の事例から検討することが良いと思

う。 
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7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 権利擁護やコンプライアンスについ

ては、研修で学ぶ事に加え、本社か

らの通知やポスター掲示を行い喚起

している。 

     

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今年度は契約の機会がなかったが、

契約時は本社職員と管理者が同席

しご家族の意向、不安を細かく聞き

取っている。信頼関係を構築し契約

締結の際はご家族様が安心し、納得

出来るよう説明を行っている。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 以前はアンケートボックスの設置で

意見や要望を聞き取っていたが、コ

ロナ禍の面会制限もあったことから

直接電話にて意見、要望の聴取に

努めている。 

  

A．充分にできている  

B．ほぼできている  

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・コロナ過で面会制限があり直接意見交換す

る機会は少ないが、電話やリモート面会時に

意見交換をする事が出来ている。今後も面

会制限の可能性もあることから、お手紙など

と一緒にアンケートを郵送するといい。対応

策の検討を重ねていく。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 月 1度法人内における管理者会議

にて職員の意見、提案を聞く機会が

ある。ユニット内では随時、職員の。

意見を聞きながら運営を行い、また

個人面談等でも意見や提案を聞く機

会を作った。 

     

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員のスキルアップのための研修

斡旋費用、資格手当、勤続手当、処

遇改善手当てなど職員のやりがいや

モチベーションの向上を図っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・業務改善による残業の減少を行い、働きや

すさを感じられる様に努めている。職員一人

ひとりの得意な事を役割として任せモチベー

ション向上に努めている。また、スタッフの身

体面の負担軽減のため ICTの活用が良いと

思われる。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

社内での研修は毎月事業所毎に行

い、また管理者研修も行った。また

新人職員には OJTにより指導して

いる。しかし外部研修については、

今年度は職員不足もあり、初任者研

修 1名修了のみとなっている。 

  

A．充分にできている  

B．ほぼできている  

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・毎月内部研修の実施を行っている。 

外部の参加はできていないが今後はオンラ

イン研修等の参加を職員に促していく。 

・参考書や動画投稿型 SNSの利用等も取り

入れると良いと思われる。 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の中において東区の管理

者会議の連絡、案内、資料のＦＡＸな

どのやり取りに留まっている。 
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14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 理念に基づき、らしさを大切にし、

何を望み過ごしたいのかアセスメント

を実施。カンファレンスで随時共有を

通じて役割を持って頂く等、望む生

活に近づける様に努めている。 

     

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の中ご家族との面会制限

を行っていたが、リモート面会の実

施、電話で話す機会を作った。また

ユニット新聞で入居者様の状況を細

かく伝える様にし安心して頂けるよう

努めた。 

・写真を多くして欲しい。本人の状態を見るた

めに、知るために。 

・リモート面会の機会は有難い。また、ユニッ

ト新聞は楽しみにしている。 

・コロナ禍であるが、リモート、電話ではなく玄

関先とかで面会したい。 

   

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 暮らしの情報（B3シート）を誕生月

に担当者が作成している。また、日

頃の会話の中での気づきを共有し、

入居者様の生活の意向を確認出来

るようにしている。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 担当者が中心となって入居者様本

人の意向の聞き取りを行っている。

また、ご家族ともプランの更新時や

受診の際に意向確認等行い介護計

画の作成に反映 

・ちゃんと家族の考えなども聞いてくれている

と感じる。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・モニタリングは計画作成担当者と毎月打ち

合わせの時間を設けている。意見交換やニ

ーズの把握、新たな課題の抽出も出来てい

る。可能であれば、モニタリングの際に多職

種（看護師、薬剤師）もチームの一員に入

れると良いと思われる 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 介護計画に立案されているサービ

ス実施を介護記録に記入することで

評価し、カンファレンス等を通じて次

回介護計画に活かすよう努めている 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできていいない 

D．ほとんどできていない 

・気づきをすぐ記載できる様介護記録に気付

きシートを挟み記載する様にしている。介護

計画の原案作成時には担当職員と打ち合わ

せを行い支援方法の共有を図り新たな介護

計画の立案につなげている。 

気づきシートの取組みがとても良いと思う。 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 通院またはその他個別支援が必要

な時には、その必要性を説明した上

で随時対応を行っている。 

・連絡や対応はしっかりやってくれていると思

う。 
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20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍において外出や町内会等

での交流が出来ない状況であるが、

近隣のスーパーへの買い物や外気

浴などを通しご本人の力が発揮出来

るように努めた。 

・コロナ禍の中での現状では仕方ないと思う。 

早くコロナが落ち着いて外の世界にも触れさ

せてあげたいと家族としても思う。 

   

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時に提携医療機関を提示し

た上で病院を選択できる様にしてい

る。月 2回の往診、24時間の医療

体制で適切な医療が受けられるよう

にしている。  

     

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入院した際、介護添書を作成し病

院関係者と情報の共有を図ってい

る。入院時の状態については、地域

連携室と連絡を取り合いながら退院

後の事も含め話し合いを行ってい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・入院した際は病院と連携を図り情報の共有

を行っている。身体状況や精神面、生活状

況の把握に努め、退院後安心して生活でき

る様に密に連絡や調整を行っている。 

・病院関係者との関係は、難しい時もありま

すが、良好な関係が築けるように医療関係

者が欲しい情報など聞いておくのも良いと思

う。 
 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居時、重度化における説明、最

期における意向確認をし同意を頂い

ている。また状態変化に合わせ、看

取り介護指針に則りご家族、主治医

と話し合いの場を設け意向を確認し

ている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・年に１度の意向確認とご本人の状態変化

により主治医や訪問看護師と連携を図り必

要時には都度、ご家族や主治医を交えて終

末期の支援方法についての話し合いを行っ

ている。 

・終末期は他職種との連携が不可欠なの

で、日頃から情報交換などしていると良いと

思う。 

 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

救命救急の講習の受講に努め、

内部研修では緊急時の対応を弊社

フローチャートを使用し実施してい

る。また館全体での申し送りを行い

緊急時に備え状態を共有している。 

     

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 年３回の避難訓練を行う予定。今

年度は、11、1、3月の実施を予定し

ている。避難訓練時の地域との協力

体制は感染対策のため、出来ていな

い。 

どのような内容や形で避難訓練を行って

いるのか分からない為、評価できない。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている  

C．あまりできていない  

D．ほとんどできていない 

・避難訓練は実施しているが、ご家族に情報

の提供は出来ていなかった。避難訓練実施

後は 2か月に 1回発行の広報紙に記載し 

情報の提供を行っていく。また、災害時の協

力体制を確認することが望ましい。 

 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          
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26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一部の不穏や多動な入居者様に対

して、優しくない言葉がけをしてしまう

事はあるが、それ以外は概ね気を付

けた言葉がけや対応を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・内部研修を通して尊厳の保持や言葉かけ

について意識した関わりが出来ている。 

トイレ誘導時や入浴、更衣時にはプライバシ

ーに配慮した声かけについて話し合いを行

い実践につなげている。その他にも居室に

入る際など、生活のあらゆる場面で配慮が

必要なことを意識することが望ましい 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者様一人一人の声や想いを

傾聴し生活の支援をしているが、時

間帯に寄って優先する事があり、思

いに添えない事もある。 

     

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

おかずの盛り付け、食器やお盆拭

き、食事の運搬等を決め意欲的に行

って頂いている。また、好き嫌いを把

握し味を変えたり、昼食レクを企画し

たり等行っている。 

  

A．充分にできている   

B．ほぼできている  

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・食事の盛り付けや食器拭き、ワゴン運び等

入居者様のできる事を職員と共に行う事が

出来ている。食器も一人ひとりの身体状況に

合わせて変更している。 

・同時に、食事する環境の工夫も皆で行うと

良いと思う。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 食事量、水分量はチェック表を用い

て必要量を確認し、個別にヨーグルト

やゼリーを用意している入居者様も

いる。また職員間で話し合い食べ易

い食事形態にて提供している。 

     

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 個々の入居者様の状態に合わせ

歯間ブラシやスポンジを用意して対

応している。訪問歯科と連携を図り

ながら支援を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない  

D．ほとんどできていない 

・訪問歯科より口腔ケアの指導をしていただ

きながら口腔内の清潔保持が出来ている。 

・口腔ケアは認知機能にも影響があるので、

日頃から嚙み合わせや咀嚼状態を確認して

おくと良いと思う。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 排泄チェック表を用いて、入居者様の

排泄のリズムを把握し声がけや誘導を行

っている。トイレで排泄可能な方は、自分

の力を活用頂き、残存機能を活かしてい

る。また全介助の方にはオムツ交換を適

切な時間に行い、かぶれや尿路感染の

予防に努めている。 

  

A．充分にできている  

B．ほぼできている  

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・排泄表やご本人のしぐさや表情を確認しな

がら小さな変化を読み取り排泄の失敗を減

らす事ができる様努めている。排便状況を

確認しながら下剤の調整を細目に行い便

秘の解消がほぼ出来ている。また、排泄の

失敗を中核症状や現疾患から要因を考え、

支援していく取り組みを検討していく。 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 曜日や時間帯は決めているが、入

浴は週 2回を基本としており、その人の

状態に合わせて対応している。浴槽に浸

かれない場合は、シャワー浴に足浴を併
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用して身体を温めている。個別に入浴剤

を用いてリラックス出来るように努めてい

る。 

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

不眠傾向の入居者様には、精神科医に

薬の調整を行って頂き、少しでも眠れる

ように支援している。日中は個々の体調

に合わせ、自室で休めるように声かけ

し、ゆっくりと休む時間を作っている。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者個々の薬情報を確認して把

握し、薬変更と頓服変更は申送りと

日誌で情報を共有している。また、服

薬時は日付・氏名を声に出して読上

げ服薬事故が起きないように努めて

いる。 
 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的に服薬マニュアルの確認、薬変更時

の申し送りの徹底を行い、服薬に関する共

有は出来ている。 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 担当職員が中心となり入居者様の

生活史を収集している。それを元に

利用者個々に合わせて役割を持って

頂き、また本人の趣向にあったレク

レーション等を提供する等支援して

いる。 

 
 

・母に合った役割を頂いて、母自身もうれしそ

うで感謝している。 
    

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の中、外出は控えて頂い

ている。代替としての活動の工夫とし

て、館内で出来る運動、レクを内容を

工夫しながら行った。天気の良い日

は近所の散歩や近くのスーパーへ

の買い物支援を１度行った。 

 
 

・温かくなり外への外出・日光浴等が出来る

様になって欲しい。 

・早くもっと外に出られるようになって欲しいと

願っている。 

    

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 特定の入居者に限るが近所のスー

パーでの買い物を１回行なった。そ

れ以外は可能な限り職員が聞き取り

代理購入している。 

 
 

      

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご本人が電話をしたい時には、い

つでも連絡出来るようにしているが、

家族から電話を頂く事がほとんどで

あった。コロナ禍のため、リモートで
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タブレットを使用した面会も行い自室

で遠方の方とも話が出来て喜ばれて

いた。 

 
 

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

廊下やリビング、居室も温度管理し、

体調管理を行っている。 

また、トイレや洗面所には大きく看板

を貼り視認しやすいよう努めている。

また装飾担当が壁に毎月手作りで月

毎・季節毎の装飾を考えて飾ってい

る。 

  

A．充分にできている  

B．ほぼできている  

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

季節感を感じる事が出来る様な壁装飾を入

居者様と一緒に作成し展示する事が出来

ている。また居室やトイレ、浴室等に見える

形で看板を設置し迷うことなく過ごす事が出

来ている。また、見当識障害を理解した環

境作りが望ましい 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 お一人お一人の日々の介護記録

やアセスメントをスタッフ間で共有し

入居者様に合った（希望する）暮らし

を支援するよう努めている。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

全入居者の情報シートにより過去

の生活歴を把握し、日々の会話の中

で情報を集め支援に活かしている。

ご家族からも嗜好品・趣味・特技など

話を聞きながらご本人との会話に活

かしている。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎日バイタルサインを測定し健康

チェックを実施。また週 1回担当看

護師による健康チェック、訪問診療、

訪問歯科の利用により支援を行って

いる。また安全面、環境面について

も日々職員間で情報を共有し支援に

繋げている。 

  

A．充分にできている  

B．ほぼできている  

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・訪問診療や週 1回の訪問看護師による健

康チェックで情報の共有をしながら必要時に

迅速に対応が出来る様努めている。居室空

間については入居者様の精神面や身体状

況に合わせ都度、アセスメントを行い配置の

変更を行っている。配置変更後も再評価を

行い居室で安全に生活が出来る様努めてい

る。 

・認知症の方にとって、環境というのは重要

な要素なので、再評価などとても良いと思

う。 
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43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居前の生活と同様とまではいか

ないものの、ご本人の習慣等を取り

入れ、ご本人のペースで過ごせるよ

う支援を行っている。 

     

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 以前から使用していた家具類や電

化製品、寝具等を自室で使用されて

いる。また、自身で描いた絵やご家

族の写真を居室に飾っている方もお

られる。 

  

A．充分にできている  

B．ほぼできている  

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・ご本人が会話の中で思い出した大切な物

があれば都度連絡し、身近に持つ事が出来

る様にご家族と連携を図っていく。 

・アルツハイマー型認知症は特にエピソード

記憶に障害が出やすいので、ご本人の状態

に合わせて馴染みのものを配置することも

重要だと思う。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の中外出は制限されてお

り、思うように外出出来ていない。し

かし館内での季節折々の行事やお

誕生会の開催、食事レク等を行い、

楽しみをもって生活できるよう努めて

いる。 

・戸外は無理でも、館内での色々な催し物を

楽しませて頂いている。 
   

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

できる入居者様には、食器拭きやお

盆拭き、お米研ぎ、食事カート運び、

タオルたたみ等、個々に合わせ家事

を分担して行って頂けるよう支援して

いる。 

     

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 パズルやナンプレ、編み物等を行

い過ごされている入居者様もおられ

る。また職員から話掛け、会話を楽し

む時間を持てるように支援している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている  

C．あまりできていない  

D．ほとんどできていない 

・入居者様一人ひとりのできる事やしたい事

の把握を行い、日々の活動に活かす事が出

来ている。また、本人が誰かの役に立ってい

るような支援を考えていくのも良いかと思う。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍において、近隣や地域と

の関わりは控えて頂いている。 
・これは仕方ないと思う。    
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49 総合 

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍において地域交流、ご家

族との面会は行えていない状況であ

る。しかし、職員や入居者様同士の

馴染みの関係性を構築し、楽しみを

持った生活をできるよう支援に努め

ていきたい。 

・入所者様と皆々様のご健康を祈っていま

す。 

・リモート面会や通院時に会うと、本人は元気

で楽しそうにしているので、家族としてはホッ

としている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている  

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・コロナ過でご家族や地域との関わりがほぼ

出来ない中、館内でできる行事等で季節感

を感じたり楽しみを提供する事はできてい

た。制限がある中ではあるがご家族や地域

との関わりを増やし、よりよい日々をおくる事

ができる様努めていく。 

・制限も少しずつ解除されていくと思うので、

その中でご本人やご家族が希望されている

ことが支援できるようにしていく必要があると

思う。 

 

 


